
公立 旭川市立大学 地域創造学部 北海道旭川市 公立大学法人 【遵守事項】

　地域創造学科 100 　旭川市立大学

○学部、学科及び学位の名称に「地域創造学」を
掲げることについて、その目的・趣旨等が社会に
広く認知されるように、学生や社会に対して丁寧
な周知を行うこと。

【遵守事項】

○「PBL基礎科目」については、本学部の「地域創
造学」に関する教育を実施する上で重要な授業科
目が含まれていると考えることから、主要な授業
科目については基幹教員の配置が望ましい。

【助言事項】

○高校訪問や地域へのPR活動など、学生確保に向
けた取組を着実に実施するとともに、入学者選抜
の志願状況及び入学状況を踏まえた詳細な調査・
分析を行うなどにより、学生募集活動について不
断の検証・改善を図ること。

【遵守事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

1

令和８年度開設予定学部等一覧

１　学部を設置するもの　12校 令和7年8月

区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

○本学部は、旭川市の課題と基本目標を踏まえ、
データサイエンス教育を基礎にして地域と連携し
たPBLを行い、地域における課題を解決していくた
めの実践力を培うことを目指していることから、
大学の学問的な観点から地域に対する貢献ができ
るよう、学生、地域社会等から認知されるように
周知に努めること。
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

私立 東北公益文科大学 国際学部 山形県酒田市 学校法人 公益学部

　国際コミュニケーション学科 40 　東北公益文科大学 【助言事項】 　公益学科〔定員減〕 (△40)

○「外国語科目」区分の「多言語科目」に授業科
目「日本語教育とやさしい日本語」及び「日本手
話」が配置されているが、当該科目は外国人が日
本語を学ぶことを目的とする授業ではなく、日本
人が多様な外国人にとって理解しやすい日本語や
日本手話を学ぶ授業であると見受けられるため、
科目の趣旨・目的を学生が誤認することがないよ
う、科目区分の見直しを含め、適切な周知に努め
ることが望ましい。

【助言事項】

○授業科目「海外探究型実践プログラム」につい
て、「テーマ２（国際会議）」では、「国際社会
の実情を踏まえた上で、国際社会における公益の
実現に向けた構想力を培い、実際にそれを行動に
移すことのできる素養を身につけるために、実際
に国際会議に参加して討論を行う」ことを計画し
ているが、一般的に学士課程段階の学生が国際会
議に参加して実質的な討論に加わることは困難な
場合が想定されることから、学生が目的をしっか
り認識した上で国際会議に参加できるよう、どの
ように参加し、何を行うのかを具体的に明示しつ
つ、適切な周知に努めることが望ましい。

【助言事項】

○本学部の設置の趣旨を踏まえ、学生の希望に応
じて、英語圏以外の留学先の充実や長期留学の設
定など、海外留学プログラムを充実することが望
ましい。

【助言事項】

○学生確保において、入学前の学生における海外
留学に関するニーズの把握に努め、海外留学を必
修としていることが優位に働くよう学生のニーズ
を踏まえた学生確保の方策を検討し、学生確保に
努めること。

【遵守事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える基幹教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。

【遵守事項】

○本学部の設置の必要性において、「英語に加え
て、それぞれの言語や文化的背景に配慮し、相手
の考えや感情を理解しながら円滑に意思疎通を図
る『多言語能力』が求められている」と説明して
いるが、「多言語能力」は一般的に言語能力に関
する素養を想起させる表現であるため、学生や社
会一般に向けて周知する際には、言語以外のコ
ミュニケーションも含むことが適切に伝わる表現
に改めることが望ましい。
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

（東北公益文科大学） ○令和５年度、令和６年度中に開催された評議員
会の実出席率が低いことから、実出席を増やすよ
う努めること。

【助言事項】

○令和４年度から完成年度にかけて、法人全体の
基本金組入前当年度収支差額がマイナスの状態と
なっていることから、収支均衡を前提とした中長
期的な財務計画の策定・実行など、経営基盤の安
定確保に取り組むこと。

【助言事項】

○財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾向に
あることから、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。（経常収支差額比率、流動比率、繰越収支差
額構成比率）

【助言事項】

○監事監査において教学監査を実施していないこ
とから、今後の監査に関する計画（監査項目及び
実施体制等）を作成し、計画どおり着実に実施す
ること。

【遵守事項】

○長期的かつ安定的な学生の確保に資するため、
新設組織に対する社会的なニーズを客観的な根拠
に基づき分析するなどして、戦略的な学生募集活
動に取り組むとともに、学生確保の実態を踏ま
え、法人運営や教育研究等へ与える顕在的・潜在
的なリスクの把握、分析を不断に行い、財務計画
の見直しや学生確保の取組の改善を機動的に行え
る態勢を整えること。

【遵守事項】

○関係法令の遵守及びガバナンス機能の強化等、
理事長をはじめとした構成員が果たすべき役割を
十分に認識した上で、法人運営を行うこと。

【遵守事項】

2
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

私立 共愛学園前橋国際大学 デジタル共創学部 群馬県前橋市 学校法人 【遵守事項】 国際社会学部

　デジタル共創学科 100 　共愛学園 　国際社会学科

　　国際社会専攻〔定員減〕 (△49)

○「フードデータサイエンス」及び「ヘルスデー
タサイエンス」等の授業科目における「必修」及
び「選択」の別について、学生が理解した上で履
修することができるよう、適切な履修規程、履修
モデル等により周知すること。

【遵守事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える基幹教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。

【遵守事項】

〇法人全体の基本金組入前当年度収支差額がマイ
ナスの状態で継続していることから、収支均衡を
前提とした中長期的な財務計画の策定・実行な
ど、経営基盤の安定確保に取り組むこと。

【助言事項】

〇財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾向に
あることから、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。（繰越収支差額構成比率）

【助言事項】

〇学生等の募集を停止予定の組織については、適
切な時期に廃止等の措置を講ずること。（共愛学
園前橋国際大学短期大学部生活学科）

【遵守事項】

3

○授業科目「Research ProjectⅠ」、「Research
ProjectⅡ」及び「Issue-Based Research Project
PBL」について、課題解決を目指した新たな価値を
創造する共創を実践することを前提とした授業科
目であることを学生が適切に理解した上で履修す
ることができるよう、「シラバス」の改善を含
め、十分に周知すること。

4 / 22 



区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

私立 平成国際大学 情報デザイン学部 埼玉県加須市 学校法人 【遵守事項】 法学部

　情報デザイン学科 100 　佐藤栄学園 　法学科〔定員減〕 (△100)

○重点分野のうち、「スポーツ・健康情報」及び
「文化情報」については、特定のテーマ等に絞っ
た科目を配置しているが、重点分野の設定理由で
ある、健康寿命の延伸や地域ブランディング及び
観光振興を促進することや、本学部の養成する人
材像に掲げる「課題を実践的に解決できる」能力
を養成するための教育課程であることを学生が十
分に理解した上で履修できるように適切に周知す
るとともに、授業科目内容の充実に努めること。

【遵守事項】

○本学部の特徴である原則４カ月の「社会実装実
習（インターンシップ）」について、「DXを通じ
て企業や地域社会等が直面する諸課題を実践的に
解決する」能力養成のための最重要科目の一つと
して位置付けられており、「学内の学修だけでは
得られない能力・知識・経験を獲得するために、
４カ月（16週間）就業実習を行うもの」とする計
画であることを踏まえ、いずれの受入先企業等で
あっても、「学則」第27条の規定に基づき16単位
を授与するのに十分な学修時間を確保するととも
に、実習水準を確保しつつ継続的に実施できるよ
うに受入先企業等の維持・開拓に努めるなど、適
切に運営すること。

【遵守事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○教員資格審査の結果により、「不可」や「保
留」、「適格な職位・区分であれば可」となった
授業科目について、当該授業科目の教員配置計画
を明らかにした上で、基幹教員が当該授業科目を
担当する場合には教員資格審査（AC教員審査）を
受審すること。なお、基幹教員以外が当該授業科
目を担当する場合には、その妥当性について設置
計画履行状況報告書において説明すること。

【遵守事項】

○完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える基幹教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。

【遵守事項】

〇既設組織の今後の定員充足の在り方について検
討し、定員未充足の不断の改善に努めること。
（平成国際大学法学部法学科）

【遵守事項】

4

○養成する人材像に掲げる「数理・データサイエ
ンス・AIの知識と技能を活用し、DXを通じて社
会・企業等が直面する課題を実践的に解決できる
人材を育成する」ために、日本社会が直面してい
る重点分野として６分野（農業、環境、スポー
ツ・健康情報、経営・マーケティング、文化情
報、国際関係）を設定していることから、養成す
る人材像と６分野の関係性について学生が正しく
理解できるよう、重点分野の設定理由を含め、十
分に周知すること。
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

私立 文京学院大学 ヒューマン・データサイエンス学部 東京都文京区 学校法人 【助言事項】 ・「地域における大学の振興及び若者の雇

　ヒューマン・データサイエンス学科 110 　文京学院 　用機会の創出による若者の修学及び就業

　の促進に関する法律」に基づく特定地域

　内学部収容定員増抑制の除外規定の適用

　による特例

○ビジネスに関する授業科目を「プロジェクトマ
ネジメント」区分の中に位置付ける趣旨を踏まえ
れば、「経営学基礎」区分において、「組織管理
論」を学修する授業科目などの充実を図ることが
望ましい。

【助言事項】

○工学関係の学位プログラムの質を担保するた
め、基幹教員で構成される「情報教育委員会」を
設置し、データサイエンスに関連する授業科目や
卒業研究の運用、授業内容の質の維持、学生の成
績評価等について一元的に管理を行う体制を整備
する計画だが、入学定員110人に対し、「情報教育
委員会」は６人の体制であることから、当該基幹
教員への過度な負担にも配慮しつつ、工学関係の
学位プログラムの質を担保するために十分な機能
を発揮できるよう、体制の拡充、運用方法の工夫
を講じること。

【遵守事項】

○「異文化間コミュニケーション」ドメインに関
する教育課程について、宗教、教育及びメディア
を通じて学修する計画だが、当該ドメインの趣旨
を踏まえれば、語学教育などからのアプローチも
検討することが望ましい。

【助言事項】

○入学者選抜において「数学」及び「情報」を必
須科目として課さず、本学部の教育課程を学修す
る上でこれらの素養を段階的に育成するカリキュ
ラムと支援体制（入学前教育、基礎学力テスト、
リメディアル科目、初年次科目など）を整備する
計画だが、本学部は文系的な素養を持つ学生の積
極的な受入れを想定していることから、当該計画
の効果検証を実施するとともに、その結果を踏ま
え必要に応じて入学者選抜方法の見直し等の検討
を行うなど、不断の改善に努めること。

【遵守事項】

○入学者選抜において「数学」及び「情報」は必
須科目ではないが、本学部の教育を受けるために
必要な素養であることを入学志願者に対して示す
とともに、「数学」及び「情報」を試験科目とし
て選択することを推奨するような広報をすること
が望ましい。

【助言事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○「ヘルスケア」、「地域づくり」及び「異文化
間コミュニケーション」の３つのドメインについ
て、ドメイン設定の趣旨がより明確になるよう、
授業科目及び教員の研究テーマとの関係を整理
し、学生や社会一般に対して分かりやすい周知に
努めることが望ましい。
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

（文京学院大学） ○教員資格審査の結果により、「不可」や「保
留」、「適格な職位・区分であれば可」となった
授業科目について、当該授業科目の教員配置計画
を明らかにした上で、基幹教員が当該授業科目を
担当する場合には教員資格審査（AC教員審査）を
受審すること。なお、基幹教員以外が当該授業科
目を担当する場合には、その妥当性について設置
計画履行状況報告書において説明すること。

【遵守事項】

○外国語学部英語コミュニケーション学科の収容
定員未充足の是正に努めること。

【遵守事項】

○人間学部児童発達学科の収容定員未充足の是正
に努めること。

【遵守事項】

○人間学部人間福祉学科の収容定員未充足の是正
に努めること。

【遵守事項】

〇会議の運営に関し、以下の事項について適切に
行うこと。【理事会及び評議員会の開催順序（令
和７年度補正予算、中期計画の策定）】

【遵守事項】

〇令和４年度から完成年度にかけて法人全体の基
本金組入前当年度収支差額がマイナスとなってい
ることから、収支均衡を前提とした中長期的な財
務計画の策定・実行に取り組むこと。

【助言事項】

〇財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾向に
あることから、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。（経常収支差額比率）

【助言事項】

〇既設組織の今後の定員充足の在り方について検
討し、定員未充足の不断の改善に努めること。
（文京学院大学外国語学部英語コミュニケーショ
ン学科、人間学部児童発達学科、人間学部人間福
祉学科）

【遵守事項】

〇学生等の募集を停止中の組織については、適切
な時期に廃止等の措置を講ずること。（文京学院
大学人間学部コミュニケーション社会学科）

【遵守事項】

〇教学監査については、監査計画に監査項目や実
施体制等を盛り込んだ上で実施する等、充実に努
めること。

【助言事項】

〇長期的かつ安定的な学生の確保に資するため、
新設組織に対する社会的なニーズを客観的な根拠
に基づき分析するなどして、戦略的な学生募集活
動に取り組むとともに、学生確保の実態を踏ま
え、法人運営や教育研究等へ与える顕在的・潜在
的なリスクの把握、分析を不断に行い、財務計画
の見直しや学生確保の取組の改善を機動的に行え
る態勢を整えること。

【遵守事項】

5
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

私立 学習院大学 国際文化交流学部 東京都新宿区 学校法人 【遵守事項】 ・「地域における大学の振興及び若者の雇

　日本文化学科 140 　学習院 　用機会の創出による若者の修学及び就業

　（3年次編入学定員） 5 　の促進に関する法律」に基づく特定地域

　国際コミュニケーション学科 170 　内学部収容定員増抑制の除外規定の適用

　（3年次編入学定員） 5 　による特例

　英語コミュニケーション学科 45

〇完成年度における法人全体の基本金組入前当年
度収支差額がマイナスとなっていることから、収
支の均衡を前提とした中長期的な財務計画の策
定・実行に取り組むこと。

【助言事項】

〇財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾向に
あることから、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。（繰越収支差額構成比率）

【助言事項】

〇二以上の大学等を設置する学校法人が、一の大
学等もしくは学部等を廃止して、一定の要件の
下、当該学校法人が設置する他の大学等に学部等
を設置する場合の特例を適用することから、学習
院女子大学については、計画どおり廃止するこ
と。

【遵守事項】

6

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

私立 大正大学 情報科学部 東京都豊島区 学校法人 【遵守事項】 ・「地域における大学の振興及び若者の雇

　グリーンデジタル情報学科 60 　大正大学 　用機会の創出による若者の修学及び就業

　デジタル文化財情報学科 60 　の促進に関する法律」に基づく特定地域

　内学部収容定員増抑制の除外規定の適用

　による特例

○アドミッション・ポリシー（AP）１について、
「デジタル文化財情報学科の教育内容を理解する
ために必要となる英語、数学、理科、国語、地理
歴史・公民等の各教科科目について、高等学校卒
業相当の知識を身につけており、高等教育を受け
ることができる学力が備わっている」と掲げてい
るが、どのような学力水準が必要となるのか入学
志願者や社会一般に対して伝わらない懸念がある
ため、明確に周知すること。（情報科学部デジタ
ル文化財情報学科）

【遵守事項】

○学生が情報科学の基礎的な知識を十分に修得で
きるよう、授業科目「数学基礎Ⅰ」及び「数学基
礎Ⅱ」について、リメディアル教育ではなく、情
報科学を学ぶための基礎科目であることが明確に
なるように教育内容の充実を図るとともに、授業
科目「情報概論とアルゴリズム」について、情報
科学の基盤となるアルゴリズムに関する内容をよ
り一層充実させるなど、情報科学に関する基礎的
な科目の充実に努めること。

【遵守事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○教員資格審査の結果により、「不可」や「保
留」、「適格な職位・区分であれば可」となった
授業科目について、当該授業科目の教員配置計画
を明らかにした上で、基幹教員が当該授業科目を
担当する場合には教員資格審査（AC教員審査）を
受審すること。なお、基幹教員以外が当該授業科
目を担当する場合には、その妥当性について設置
計画履行状況報告書において説明すること。

【遵守事項】

○アドミッション・ポリシー（AP）１について、
「グリーンデジタル情報学科の教育内容を理解す
るために必要となる英語、数学、理科、国語、地
理歴史・公民等の各教科科目について、高等学校
卒業相当の知識を身につけており、高等教育を受
けることができる学力が備わっている」と掲げて
いるが、どのような学力水準が必要となるのか入
学志願者や社会一般に対して伝わらない懸念があ
るため、明確に周知すること。（情報科学部グ
リーンデジタル情報学科）
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

（大正大学） ○完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える基幹教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。

【遵守事項】

〇財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾向に
あることから、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。（流動比率、繰越収支差額構成比率）

【助言事項】

〇学生等の募集を停止中の組織については、適切
な時期に廃止等の措置を講ずること。（大正大学
社会共生学部、心理社会学部）

【遵守事項】

〇教学監査については、監査計画に監査項目や実
施体制等を盛り込んだ上で実施する等、充実に努
めること。

【助言事項】

7
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

私立 日本医科大学 医療健康科学部 神奈川県川崎市 学校法人 【助言事項】

　看護学科 120 　日本医科大学

○新校舎において学部と研究科を同時に設置する
計画であるため、開設後の運用状況を適時点検
し、学部及び研究科双方の教育研究に支障が生じ
ることがないよう、適切なマネジメントに努める
ことが望ましい。

【助言事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

〇遠隔地に所在する設置校があることから、監事
を支援する組織と監事との連携等により、監事に
よる監査の体制の充実に努めること。

【助言事項】

〇開設年度前年度以降に借入を予定しているた
め、負債について計画どおり償還し、負債の減少
に努めること。

【助言事項】

〇未整備の規程について、計画どおりに整備する
こと。（情報公開に関する規程）

【遵守事項】

8

私立 亜細亜大学 健康スポーツ科学部 東京都武蔵野市 学校法人 【助言事項】

　 　健康スポーツ科学科 100 　亜細亜学園

○本学部のカリキュラム・ポリシー（CP）３にお
いて「社会の多様性を理解し、異なる視点や価値
観を学ぶための科目を選択必修科目に位置づけ
る」ことを掲げていることに関して、教育課程全
体において、選択必修科目以外にも多様性の理解
を促す科目及び内容についてより一層の充実を図
ることが望ましい。

【助言事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○本学部が看護学のみを扱う学部ではなく、看護
学を基盤としながらも、医療と健康科学の広がり
を意識した教育研究を行う医療健康科学部とする
設置の趣旨・目的等について、入学志願者等に適
切に伝わるような周知に努めることが望ましい。
また、教育課程についても、今後、看護学以外の
教育内容をより充実させていくことが望ましい。

○本学科が授与する学位の分野は「工学関係」及
び「体育関係」であるが、学部及び学科並びに学
位の名称からは、「工学関係」を含む学位を授与
することが受験生や社会一般に十分に理解されな
い懸念があるため、学位の分野に「工学関係」を
含むことについて、広報活動において適切に周知
することが望ましい。
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

（亜細亜大学） ○教員資格審査の結果により、「不可」や「保
留」、「適格な職位・区分であれば可」となった
授業科目について、当該授業科目の教員配置計画
を明らかにした上で、基幹教員が当該授業科目を
担当する場合には教員資格審査（AC教員審査）を
受審すること。なお、基幹教員以外が当該授業科
目を担当する場合には、その妥当性について設置
計画履行状況報告書において説明すること。

【遵守事項】

〇財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾向に
あることから、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。（繰越収支差額構成比率）

【助言事項】

〇学生等の募集を停止中の組織については、適切
な時期に廃止等の措置を講ずること。（亜細亜大
学都市創造学部都市創造学科）

【遵守事項】

〇理事長及び理事と監事が現在、別法人等で上下
関係にあることから、監事の増員等の計画してい
る取組を着実に実行し、監査の独立性が確保でき
る環境の整備に努めること。

【助言事項】

9
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

私立 事業創造大学院大学 情報デザイン学部 新潟県新潟市 学校法人 【遵守事項】 令和8年4月名称変更予定

　情報デザイン学科 800 　新潟総合学園 　事業創造大学院大学　→　開志創造大学

　（通信教育課程）

　　（3年次編入学定員） 200

○「地域や多様な社会での協働に必要なスキルと
多様な価値観・協調・リーダーシップを学ぶ科
目」として配置された「DXプロジェクトⅠ～Ⅲ」
は、本学部の全ての学びを集大成する授業科目と
して位置付けられていることから、学生がこれら
の科目を学ぶに当たって、必要な知識及びスキル
を修得するために必要な授業科目の履修が担保さ
れるように、丁寧な履修指導を行うこと。

【遵守事項】

○授業科目「DXプロジェクトⅠ～Ⅲ」は、オンラ
イン同期型のディスカッションと非同期テキスト
ディスカッションの授業を組み合わせて行われる
ことから、学生の学びの進捗を確認することが重
要であると考えられる。そのため、授業に導入さ
れる「ブロック」ごとに設定された学修到達目標
に対する学生の達成状況を把握するとともに、学
生の履修指導を適切に行うこと。

【遵守事項】

○指導教員と指導補助者の連携体制及び役割分担
により、学生の教育に支障のない体制の構築に努
めるとともに、指導補助者の配置数は必要に応じ
て見直すことにより、指導体制の充実を図るこ
と。

【遵守事項】

○「情報デザイン学部情報デザイン学科　履修系
統図」について、学生が授業科目の関係性や履修
順序等を理解できるよう、分かりやすい教育課程
設計と情報提供に努めるとともに、適切に履修指
導を行うことが望ましい。

【助言事項】

○テスト時の本人確認について、本人認証するた
めの体制に基づき適切に実施するとともに、当該
テストは成績評価の対象となる小テスト、ブロッ
クテスト及び期末テストであることについて、あ
らかじめ学生に周知すること。

【遵守事項】

○学生指導や研究者の研究等に支障がないよう、
研究室等の環境を充実させることが望ましい。

【助言事項】

○社会人を多く受け入れる想定であることから、
アドミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学
者選抜の実施に留意しつつ、開設年度のみならず
継続的に、設置計画における収容定員に見合った
学生の確保について、努めることが望ましい。

【助言事項】

○安定的・継続的な授業の実施や学生の個人情報
の管理等のために、情報セキュリティの定期的な
検証や必要な改善・充実を図ることにより、通信
教育課程の適切な運営に努めること。
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

（事業創造大学院大学） ○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える基幹教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。

【遵守事項】

〇理事に教学関係者が少ないことから、教学側の
意見が適切に反映し得る体制の構築に努めるこ
と。

【助言事項】

〇財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾向に
あることから、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。（繰越収支差額構成比率）

【助言事項】

〇学生生徒等納付金に対する教育活動支出の割合
が同系統の学校法人の平均値に比べ低いことか
ら、学生生徒等納付金の学生への還元に取り組む
こと。

【助言事項】

〇開設年度前年度以降に借入を予定しているた
め、負債について計画どおり償還し、負債の減少
に努めること。

【助言事項】

〇赤字となっている収益事業について、その改善
に取り組むこと。

【助言事項】

〇教学監査については、監査計画に監査項目や実
施体制等を盛り込んだ上で実施する等、充実に努
めること。

【助言事項】

10

私立 近畿大学 看護学部 大阪府堺市 学校法人 【助言事項】

　看護学科 110 　近畿大学

○３年次前期に実施する保健師課程を選択できる
学生の選抜試験について、「審査意見への対応を
記載した書類（６月）（本文）」p.７で「３年次
前期までの全履修科目の累積GPA」を選抜方法とし
ていることから、保健師課程を希望する学生が１
年次から選抜方法を理解した上で適切に学修に取
り組めるよう、早期に十分な周知を行うことが望
ましい。

【助言事項】

○オムニバス方式や共同で複数の教員が担当する
授業科目については、シラバスにおいて当該教員
の担当箇所や授業計画を明記し、学生が適切に授
業内容を把握できるように周知することが望まし
い。

【助言事項】

○授業科目「インターンシップ実習」について、
当該科目は「保健師助産師看護師学校養成所指定
規則（昭和二十六年文部省・厚生省令第一号）」
に定める「臨地実習」に当たる科目であることか
ら、授業内容や評価方法等について、当該規則を
踏まえた内容に改善することが望ましい。
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

（近畿大学） ○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○法学部法律学科（通信教育課程）の収容定員未
充足の是正に努めること。

【遵守事項】

〇理事に教学関係者が少ないことから、教学側の
意見が適切に反映し得る体制の構築に努めるこ
と。

【助言事項】

〇既設組織の今後の定員充足の在り方について検
討し、定員未充足の不断の改善に努めること。
（近畿大学九州短期大学保育科）

【遵守事項】

〇学生等の募集を停止中の組織については、適切
な時期に廃止等の措置を講ずること。（近畿大学
九州短期大学通信教育部生活福祉情報科）

【遵守事項】

〇教学監査については、監査計画に監査項目や実
施体制等を盛り込んだ上で実施する等、充実に努
めること。

【助言事項】

11
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
附 帯 事 項

私立 四国大学 デジタル創生学部 徳島県徳島市 学校法人 【助言事項】 経営情報学部

　デジタル創生学科 100 　四国大学 　メディア情報学科（廃止） (△65)

　（3年次編入学定員） (△4)

　※令和8年4月学生募集停止

　（3年次編入学定員は、令和10年4月学生募集停止）

○本学部の教育課程の強み・特色として「情報科
学と経済・経営の融合」を掲げていることから、
「経済・経営」に関する素養を身に付ける教育課
程を履修した学生の経済・経営的思考に関する習
熟度を評価・検証することを通じて、経済・経営
に関する教育課程の充実の検討を行うこと。

【遵守事項】

○本学部は情報科学を学ぶ学部であることから、
本学部の教育課程を学修する上で「数学」や「情
報」の基礎的な知識が求められるものの、「文系
理系を問わない学生受け入れを行う」という方針
のもと、入学者選抜において「数学」及び「情
報」を必須科目として課さず、入学前教育や、入
学時のプレイスメント・テストによる履修指導等
により「学生の基礎学力を確実に底上げし、大学
での専門的学修にスムーズに移行できる環境を整
備する」計画となっている。そのため、学生の教
育に支障を来すことがないように当該計画の効果
検証を行うとともに、その検証結果を踏まえて必
要に応じて入学者選抜方法の見直しの検討を行う
など、不断の改善に努めること。

【遵守事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アド
ミッション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選
抜の実施に留意しつつ、設置計画における収容定
員に見合った学生の確保に努めること。また、入
学者数等の状況に応じた収容定員の適切な規模に
ついて不断の検討を行うとともに、必要に応じて
定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える基幹教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教育研究実施組織における教員編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。

【遵守事項】

○文学部国際文化学科の収容定員未充足の是正に
努めること。

【遵守事項】

〇財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾向に
あることから、経営基盤の安定確保に取り組むこ
と。（経常収支差額比率、繰越収支差額構成比
率）

【助言事項】

〇既設組織の今後の定員充足の在り方について検
討し、定員未充足の不断の改善に努めること。
（四国大学文学部国際文化学科）

【遵守事項】

〇学生等の募集を停止予定の組織については、適
切な時期に廃止等の措置を講ずること。（四国大
学経営情報学部メディア情報学科、四国大学短期
大学部人間健康科、音楽科）

【遵守事項】

12

計 12　校 　　12学部　15学科

（注） 「備考」欄の（ ）書の数字は、今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

○新たに「デジタル創生学」という学問領域を掲
げ、学位の名称を「学士（デジタル創生学）」と
することについて、その趣旨・目的等を学生や社
会一般に対して丁寧な周知を継続的に実施し、社
会に広く認知されるように努めることが望まし
い。
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私立 小田原短期大学 ライフデザイン総合学科 400 神奈川県小田原市 学校法人 【遵守事項】

　（通信教育課程） 　三幸学園

○授業科目「Word演習」、「Excel演習」及び
「PowerPoint演習」について、Excel等に関する基本的
な操作方法の修得のみでなく、ビジネス上の特定の目
的を達成するための知識・技能を身に付ける科目であ
ることを学生が適切に理解した上で履修することがで
きるよう、授業科目名称の変更を含めた改善を行った
上で、適切に周知すること。

【遵守事項】

○「メディア（オンデマンド）」と「メディア（リア
ルタイム）」を併用して行われる授業科目「コミュニ
ケーション演習」について、当該授業科目は「チーム
ワークやグループワークを通じた協調性を養い、問題
解決能力を高める」ことを到達目標に掲げていること
から、面接授業と同等以上の教育効果を実現し、到達
目標を確実に達成することができるよう、授業実施方
法の適切な運営に努めること。

【遵守事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、アドミッ
ション・ポリシーを踏まえた適切な入学者選抜の実施
に留意しつつ、設置計画における収容定員に見合った
学生の確保に努めること。また、入学者数等の状況に
応じた収容定員の適切な規模について不断の検討を行
うとともに、必要に応じて定員の見直しを図ること。

【遵守事項】

○完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える
基幹教員数の割合が高いことから、定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に努めるとともに、教育研究実施
組織における教員編制の将来構想について着実に実施
すること。

【遵守事項】

○保育学科の収容定員未充足の是正に努めること。 【遵守事項】

〇遠隔地に所在する設置校があることから、監事を支
援する組織と監事との連携等により、監事による監査
の体制の充実に努めること。

【助言事項】

〇既設組織の今後の定員充足の在り方について検討
し、定員未充足の不断の改善に努めること。（小田原
短期大学保育学科）

【遵守事項】

〇赤字となっている収益事業について、その改善に取
り組むこと。

【助言事項】

〇前年度に引き続き、財務書類等の備付けが遅延して
行われたことから、今後は、特段の事情のない限り、
所定の期日までに行うこと。

【助言事項】

1

計 1　校 　　1学科

○安定的・継続的な授業の実施や学生の個人情報の管
理等のために、情報セキュリティの定期的な検証や必
要な改善・充実を図ることにより、通信教育課程の適
切な運営に努めること。

附 帯 事 項

２　短期大学の学科を設置するもの　1校 令和7年8月

区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
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私立 芝浦工業大学 システム理工学部 埼玉県さいたま市 学校法人 【遵守事項】 システム理工学部

　生命科学課程 180 　芝浦工業大学 　生命科学科（廃止） (△115)

　 　電子情報システム学科（廃止） (△115)

　機械制御システム学科（廃止） (△90)

　環境システム学科（廃止） (△90)

　数理科学科（廃止） (△75)

　※令和8年4月学生募集停止

○指導補助者として示された「ティーチン
グ・アシスタント」及び「スチューデント・
アシスタント」では、担う役割が異なると考
えられることから、それぞれの具体的な役割
を明確化し、適切に運用すること。

【遵守事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、ア
ドミッション・ポリシーを踏まえた適切な入
学者選抜の実施に留意しつつ、設置計画にお
ける収容定員に見合った学生の確保に努める
こと。また、入学者数等の状況に応じた収容
定員の適切な規模について不断の検討を行う
とともに、必要に応じて定員の見直しを図る
こと。

【遵守事項】

○教員資格審査の結果により、「不可」や
「保留」、「適格な職位・区分であれば可」
となった授業科目について、当該授業科目の
教員配置計画を明らかにした上で、基幹教員
が当該授業科目を担当する場合には教員資格
審査（AC教員審査）を受審すること。なお、
基幹教員以外が当該授業科目を担当する場合
には、その妥当性について設置計画履行状況
報告書において説明すること。

【遵守事項】

〇評議員が欠員となっていることから、速や
かに補充すること。

【遵守事項】

〇遠隔地に所在する設置校があることから、
監事を支援する組織と監事との連携等によ
り、監事による監査の体制の充実に努めるこ
と。

【助言事項】

〇会議の運営に関し、以下の事項について適
切に行うこと。【理事会及び評議員会の開催
順序（中期計画の策定）】

【遵守事項】

〇財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾
向にあることから、経営基盤の安定確保に取
り組むこと。（繰越収支差額構成比率）

【助言事項】

○スポーツ工学コースの養成する人材像にお
いて、「『運動機能』の発展・拡張を通し
て、人々のQOL向上に貢献できる人材」が掲げ
られているが、「運動機能」（身体機能）だ
けでなく、「心理機能」の発展・拡張も通し
て養成することが望ましいと考えられるた
め、例えば、授業科目「スポーツ工学概論」
のシラバスを見直す等により、科目内容の充
実を図ること。

３　学部の学科を設置するもの　2校 令和7年8月

区分 大 学 等 名 学部・学科等名 附 帯 事 項
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名 附 帯 事 項
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

（芝浦工業大学） 〇学生等の募集を停止予定の組織について
は、適切な時期に廃止等の措置を講ずるこ
と。（芝浦工業大学システム理工学部電子情
報システム学科、機械制御システム学科、環
境システム学科、生命科学科、数理科学科）

【遵守事項】

〇教学監査については、監査計画に監査項目
や実施体制等を盛り込んだ上で実施する等、
充実に努めること。

【助言事項】

〇審査の過程において、提出書類の不備が見
受けられ、今後新たな組織を設置すること等
も踏まえると、一層の体制の強化が必要であ
ると考えられることから、事務処理を適切に
行うための事務組織の積極的な見直しを検討
すること。

【助言事項】

1

19 / 22 



区分 大 学 等 名 学部・学科等名 附 帯 事 項
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

私立 新潟医療福祉大学 医療経営管理学部 新潟県新潟市 学校法人 【遵守事項】 令和8年4月名称変更予定

　健康データサイエンス学科 45 　新潟総合学園 　医療経営管理学部　→　医療情報経営学部

○「生体信号処理」や「人間工学」といった
一般的に工学系と考えられる授業科目を「福
祉系科目」として位置付けることの趣旨につ
いて、学生等に対して適切に説明するととも
に、より適切な名称への変更を検討すること
が望ましい。

【助言事項】

○教育にふさわしい環境確保の観点から、ア
ドミッション・ポリシーを踏まえた適切な入
学者選抜の実施に留意しつつ、設置計画にお
ける収容定員に見合った学生の確保に努める
こと。また、入学者数等の状況に応じた収容
定員の適切な規模について不断の検討を行う
とともに、必要に応じて定員の見直しを図る
こと。

【遵守事項】

○完成年度前に、定年規程に定める退職年齢
を超える基幹教員数の割合が高いことから、
定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努め
るとともに、教育研究実施組織における教員
編制の将来構想について着実に実施するこ
と。

【遵守事項】

〇理事に教学関係者が少ないことから、教学
側の意見が適切に反映し得る体制の構築に努
めること。

【助言事項】

〇財務状況に関する比率の推移が近年悪化傾
向にあることから、経営基盤の安定確保に取
り組むこと。（繰越収支差額構成比率）

【助言事項】

○養成する人材像に対応した４つの分野ごと
の履修モデルにおいて、例えば授業科目「人
体の構造・機能論」を全てのモデルに共通す
る１年次の必修科目に位置付けているが、
「設置の趣旨等を記載した書類（資料）」の
「資料３（カリキュラムツリー（科目分
類））」では、本科目と関連するのは健康・
医療系科目及びスポーツ系科目のみとなって
いるように見受けられることから、授業科目
同士の関係がより明確になるようにカリキュ
ラムツリーを見直した上で、学生に対して履
修指導を適切に行うこと。
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区分 大 学 等 名 学部・学科等名 附 帯 事 項
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

（新潟医療福祉大学） 〇学生生徒等納付金に対する教育活動支出の
割合が同系統の学校法人の平均値に比べ低い
ことから、学生生徒等納付金の学生への還元
に取り組むこと。

【助言事項】

〇開設年度前年度以降に借入を予定している
ため、負債について計画どおり償還し、負債
の減少に努めること。

【助言事項】

〇赤字となっている収益事業について、その
改善に取り組むこと。

【助言事項】

〇教学監査については、監査計画に監査項目
や実施体制等を盛り込んだ上で実施する等、
充実に努めること。

【助言事項】

2

計 2　校 　　2学部　2学科

（注） 「備考」欄の（ ）書の数字は、今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。
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私立 京都橘大学 デジタルメディア学部 京都府京都市 学校法人 【遵守事項】 工学部

　デジタルメディア学科 180 　京都橘学園 　情報工学科〔定員減〕 (△30)

　（通信教育課程）

　　（3年次編入学定員） 180

○教育にふさわしい環境確保の観点から、ア
ドミッション・ポリシーを踏まえた適切な入
学者選抜の実施に留意しつつ、設置計画にお
ける収容定員に見合った学生の確保に努める
こと。また、入学者数等の状況に応じた収容
定員の適切な規模について不断の検討を行う
とともに、必要に応じて定員の見直しを図る
こと。

【遵守事項】

○完成年度前に、定年規程に定める退職年齢
を超える基幹教員数の割合が高いことから、
定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努め
るとともに、教育研究実施組織における教員
編制の将来構想を策定し、着実に実行するこ
と。

【遵守事項】

〇学生等の募集を停止中の組織については、
適切な時期に廃止等の措置を講ずること。
（京都橘大学大学院文化政策学研究科、現代
ビジネス学部経営学科、都市環境デザイン学
科、健康科学部心理学科、心理学科通信教育
課程）

【遵守事項】

〇教学監査については、監査計画に監査項目
や実施体制等を盛り込んだ上で実施する等、
充実に努めること。

【助言事項】

1

計 1　校 　　1学部　1学科

（注） 「備考」欄の（ ）書の数字は、今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

○安定的・継続的な授業の実施や学生の個人
情報の管理等のために、情報セキュリティの
定期的な検証や必要な改善・充実を図ること
により、通信教育課程の適切な運営に努める
こと。

附 帯 事 項

４　学部における通信教育課程を開設するもの　1校 令和7年8月

区分 大 学 等 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
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